
    水俣市地域公共交通会議    

○停留所施設整備 

○乗合タクシーの実証運行 

    地域の実情に応じた公共交通体系を再構築するため、既存のコミュニティバスの見直し、交通空白地域への交通手段の導入、
九州新幹線全線開業に向けた各公共交通機関との連携、公共交通に関する情報発信の強化に取り組む。 

概 要  

○利用促進策の実施 
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  現在、公共交通の路線がない交通空白地域に交通手段を導入
するため、乗合タクシーの実証運行を実施する。 
    併せて、乗合タクシーと接続する、コミュニティバス及び既存路
線バスの運行内容も見直す。 

   乗合タクシーの実証運行に伴い、停留所を整備する。 
   併せて、乗合タクシーとコミュニティバス、既存路線バスとの乗

り継ぎ箇所について、乗継時の利便性の向上を図るため、既存
停留所施設の改善を検討する。 

    コミュニティバス、路線バス、乗合タクシーなど、公共交通全体

の路線、運行時刻、料金などを整理した時刻表を作成し、各世帯
に配布するとともに、主要施設に設置する。 
    また、市ホームページなどへの掲載により、公共交通に関する
情報発信を行う。 

乗合タクシーによる 
乗継拠点までの接続 

みなくるバスによる 
市街地までの移動 

乗合タクシーによる 
市街地までの移動 


